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Ｂ
ｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｆ
ｅ

Ｂ
ｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｆ
ｅ

社
に
つ
い
て

社
に
つ
い
て

　
Ｂ
ｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｆ
ｅ
社
は
、

Ｖ
Ｉ
Ｇ
（
ウ
イ
ー
ン
保
険
グ

ル
ー
プ
）
と
そ
の
グ
ル
ー
プ

会
社
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｅ
ｎ
ｓ
ａ
社

と
の
保
険
会
社
発
ジ
ョ
イ
ン

ト
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
、
車

両
保
険
と
自
動
車
第
三
者
賠

償
責
任
保
険
（
Ｍ
Ｏ
Ｄ
／
Ｍ

Ｔ
Ｐ
Ｌ
）
を
主
力
商
品
に
、

ス
ク
ー
タ
ー
、
ホ
バ
ー
ボ
ー

ド
、
一
輪
車
な
ど
の
小
型
車

両
や
軽
車
両
に
対
す
る
保
険

も
取
り
扱
う
。
デ
ジ
タ
ル
・

ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
、
シ
ン
プ
ル
な
保
険

を
提
供
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
「
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス

・
ア
ズ
・
ア
・
サ
ー
ビ
ス
」

の
実
現
を
目
指
す
革
新
的
技

術
、
斬
新
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
、
カ
ス
タ
マ
ー
フ
ァ
ー
ス

ト
そ
し
て
ア
ジ
ャ
イ
ル
を
事

業
戦
略
の
基
軸
に
し
て
い

る
。

　
同
社
が
事
業
立
ち
上
げ
に

着
手
し
た
の
は
２
０
２
０
年

３
月
。
ま
さ
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
波
が
欧
州
に
広

が
り
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
始

ま
っ
た
時
期
だ
っ
た
。
厳
し

い
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
社
は
即
座
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
顧

客
ニ
ー
ズ
を
当
初
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
加
え
、
６
カ
月
と
い

う
短
期
間
で
新
た
に
１
０
０

人
の
従
業
員
の
雇
用
、
ク
ラ

ウ
ド
ベ
ー
ス
の
基
幹
業
務
シ

ス
テ
ム
の
実
装
、
外
部
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
連
携
、
商
品
開

発
を
行
い
、
事
業
の
本
格
稼

働
を
成
し
遂
げ
た
。
商
品
発

売
後
の
Ｂ
ｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｆ
ｅ
社

の
初
期
販
売
実
績
は
、
当
初

の
予
定
を
15
％
も
上
回
っ

た
。高

度
な
Ｃ
Ｘ
を
可

高
度
な
Ｃ
Ｘ
を
可

能
に
す
る
Ｉ
Ｔ
基

能
に
す
る
Ｉ
Ｔ
基

盤盤　
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
主
要
自
動

車
保
険
で
見
積
も
り
取
得
に

提
供
す
る
情
報
の
平
均
数
は

18
項
目
で
あ
る
。
対
し
て
Ｂ

ｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｆ
ｅ
社
で
は
、
車

両
保
有
者
の
生
年
月
日
と
車

両
ナ
ン
バ
ー
の
た
っ
た
２
項

目
で
即
座
に
見
積
も
り
結
果

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
保
険
料
は
、
取
得
可
能

な
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
、
保
険

補
償
基
金
（
Ｕ
Ｆ
Ｇ
）
と
運

輸
局
の
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
ｉ
Ｋ
）
と
の
Ａ
Ｐ

Ｉ
接
続
か
ら
得
た
分
析
モ
デ

ル
を
用
い
て
算
出
さ
れ
る
。

こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
業
界
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
高
速
見
積
も
り

算
出
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、

そ
れ
単
体
で
Ｂ
２
Ｂ
２
Ｃ
向

け
の
提
供
も
開
始
し
て
い

る
。
見
積
も
り
取
得
後
は
モ

バ
イ
ル
で
加
入
手
続
き
ま
で

行
う
こ
と
が
で
き
、
保
険
証

券
は
端
末
に
保
存
さ
れ
る
。

こ
れ
で
、
従
来
紙
ベ
ー
ス
だ

っ
た
加
入
後
の
諸
手
続
き
や

Ｆ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
（
初
回
損
害
通

知
）
の
プ
ロ
セ
ス
も
簡
易
化

さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
「
と
に
か
く
速

く
、
使
い
や
す
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド

の
Ｕ
Ｘ
・
Ｕ
Ｉ
に
も
こ
だ
わ

っ
て
い
る
。
複
数
の
Ａ
／
Ｂ

テ
ス
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ツ
ー
ル
と
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
を
駆
使

し
て
顧
客
の
嗜
好
（
し
こ

う
）
を
い
ち
早
く
分
析
し
、

そ
の
結
果
を
即
座
に
商
品
と

サ
ー
ビ
ス
に
反
映
す
る
仕
組

み
を
構
築
し
た
。

　
こ
う
し
た
優
れ
た
Ｃ
Ｘ
と

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
反

応
し
た
商
品
開
発
を
可
能
に

す
る
た
め
、
同
社
は
独
自
の

Ｉ
Ｔ
基
盤
を
構
築
し
た
。
興

味
深
い
の
は
、
革
新
的
で
ア

ジ
ャ
イ
ル
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
と
、
安
定
的
で
標
準
化
さ

れ
た
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

組
み
合
わ
せ
た
点
だ
。
前
者

は
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
、
マ
イ
ク

ロ
サ
ー
ビ
ス
、
ス
ケ
ー
ラ
ビ

リ
テ
ィ
、
柔
軟
性
、
モ
ジ
ュ

ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点
が

置
か
れ
、
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン

な
意
思
決
定
や
俊
敏
で
柔
軟

な
商
品
開
発
と
価
格
設
定
、

お
よ
び
マ
ル
チ
チ
ャ
ネ
ル
の

Ｃ
Ｘ
を
目
的
と
し
て
い
る
。

後
者
で
は
、
経
営
の
安
定
性

と
コ
ス
ト
効
率
、
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
を
軸
に
、
強
固
な

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
機
能
の
確
立

と
規
制
順
守
を
確
立
す
る
。

短
期
間
で
ガ
イ
ド
ワ

短
期
間
で
ガ
イ
ド
ワ

イ
ア
Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
ａ

イ
ア
Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
ａ

ｎ
ｃ
ｅ
Ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ

ｎ
ｃ
ｅ
Ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ

全
パ
ッ
ケ
ー
ジ
導
入

全
パ
ッ
ケ
ー
ジ
導
入

　
前
述
の
Ｉ
Ｔ
基
盤
は
ガ
イ

ド
ワ
イ
ア
社
の
Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
Ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
を
ベ

ー
ス
に
、
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ

ｆ
ｔ
　
Ａ
ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
の
ク
ラ

ウ
ド
上
で
運
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
全
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

導
入
に
費
や
し
た
期
間
は
た

っ
た
３
・
５
カ
月
。
当
社
ソ

ラ
ー
ズ
が
過
去
に
担
当
し
た

ガ
イ
ド
ワ
イ
ア
実
装
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
中
で
も
最
短
の
記

録
と
な
っ
た
。
非
常
に
タ
イ

ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
コ
ロ

ナ
禍
で
完
全
遠
隔
作
業
と
い

う
大
き
な
制
約
を
乗
り
越
え

ら
れ
た
成
功
要
因
を
挙
げ
る

と
し
た
ら
、
以
下
の
通
り
で

あ
ろ
う
。

　
①
明
確
に
定
義
さ
れ
た
ビ

ジ
ネ
ス
目
標
と
成
功
基
準
：

こ
れ
が
チ
ー
ム
全
体
に
浸
透

し
て
い
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
中
に
発
生
す
る
新
規
あ
る

い
は
変
更
要
件
の
要
否
や
優

先
度
の
評
価
が
容
易
と
な

る
。

　
②
80
％
の
機
能
が
Ｏ
Ｏ
Ｔ

Ｂ
（
ｏ
ｕ
ｔ
―
ｏ
ｆ
―
ｔ
ｈ

ｅ
―
ｂ
ｏ
ｘ
）
で
実
装
：
残

り
の
20
％
は
市
場
差
別
化
の

た
め
の
要
素
に
絞
っ
た
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
を
施
し
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
側
の
運
用
上
の
都
合
で

必
要
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
項
目

は
そ
の
う
ち
約
７
％
の
み
に

と
ど
ま
っ
た
。
ガ
イ
ド
ワ
イ

ア
社
が
提
供
す
る
よ
う
な
Ｓ

ａ
ａ
Ｓ
型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
は
、
極
力
Ｏ
Ｏ
Ｔ

Ｂ
で
導
入
す
る
こ
と
で
、
そ

の
良
さ
を
最
大
限
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
現

行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
な

く
、
長
期
的
に
見
た
保
守
コ

ス
ト
の
抑
制
に
も
効
果
的

だ
。

　
③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
期
か

ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ド
の
関

与
：
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ビ
ジ
ネ
ス
目
標
に
沿
っ
て
進

行
し
て
い
る
か
、
ま
た
成
果

物
が
ビ
ジ
ネ
ス
バ
リ
ュ
ー
を

創
出
す
る
も
の
か
、
と
い
う

視
点
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
流

れ
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
従

来
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
期

に
生
じ
が
ち
な
要
件
の
再
調

整
や
修
正
を
避
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
④
Ｂ
ｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｆ
ｅ
社
、

ソ
ラ
ー
ズ
共
同
チ
ー
ム
内
お

よ
び
他
の
チ
ー
ム
間
に
お
け

る
透
明
性
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
体
制
：
完
全
遠

隔
作
業
が
障
壁
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
仕
事
場

以
外
で
も
信
頼
関
係
の
構
築

に
努
め
た
。

　
⑤
Ｍ
Ｖ
Ｐ
ア
プ
ロ
ー
チ
：

小
規
模
単
位
で
の
成
果
物
と

し
て
機
能
を
段
階
的
に
拡
張

し
て
い
く
過
程
で
、
開
発
初

期
か
ら
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
基
づ
き

修
正
と
調
整
を
重
ね
、
ス
コ

ー
プ
の
変
更
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
最
後
の
２
点
に
つ
い
て

は
、
両
社
共
に
ア
ジ
ャ
イ
ル

・
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
備
え

た
人
材
を
有
し
て
い
た
こ
と

が
非
常
に
有
利
に
働
い
た
と

い
え
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成

功
の
鍵

功
の
鍵

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
特

に
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
ア
プ
ロ
ー
チ

（
リ
ー
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
）
が

非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。
ま

ず
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
リ
リ
ー
ス
の
段

階
で
は
、
「
基
本
的
な
補
償

内
容
、
保
険
料
支
払
い
は
１

回
払
の
み
、
見
積
も
り
取
得

に
三
つ
の
入
力
項
目
が
必

要
」
の
機
能
を
持
た
せ
た
。

そ
の
後
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
収
集
し

つ
つ
段
階
的
リ
リ
ー
ス
で
徐

々
に
機
能
を
拡
張
。
最
後
の

ゴ
ー
ル
ド
版
で
は
、
「
予
定

通
り
全
て
の
補
償
内
容
と
サ

ー
ビ
ス
、
柔
軟
な
支
払
い
オ

プ
シ
ョ
ン
、
カ
ス
タ
マ
ー
ジ

ャ
ー
ニ
ー
の
改
善
と
必
要
入

力
項
目
を
二
つ
ま
で
削
減
」

を
実
現
し
た
。
ス
モ
ー
ル
ス

タ
ー
ト
で
、
顧
客
体
験
の
デ

ー
タ
の
検
証
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
真
に
顧
客
の
望
む
、

業
界
初
の
サ
ー
ビ
ス
創
出
を

成
し
遂
げ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
ア
プ

ロ
ー
チ
は
し
ば
し
ば
、
ス
ピ

ー
ド
を
重
視
す
る
あ
ま
り
質

の
低
下
を
招
い
た
り
、
各
サ

イ
ク
ル
の
目
先
の
リ
リ
ー
ス

に
集
中
す
る
あ
ま
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
全
体
の
流
れ
を
見
失

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
と
い
う

危
険
性
が
あ
る
。
こ
の
罠
に

は
ま
る
と
、
短
期
的
な
解
決

策
と
元
々
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
要

件
と
の
ず
れ
、
外
部
シ
ス
テ

ム
と
の
連
携
の
タ
イ
ミ
ン
グ

の
不
一
致
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

後
半
の
作
業
量
見
誤
り
に
よ

る
人
手
不
足
な
ど
の
問
題
が

生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
リ
リ

ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時

に
は
必
ず
Ｂ
ｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｆ
ｅ

社
と
ソ
ラ
ー
ズ
の
共
同
で
ビ

ジ
ネ
ス
目
標
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ス
コ
ー
プ
を
再
確
認
し
、

全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
失
わ
ず

に
要
件
定
義
を
行
う
こ
と
を

心
掛
け
た
。
良
質
な
要
件
定

義
に
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

明
確
な
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ジ
ョ
ン

が
各
目
標
と
達
成
基
準
に
落

と
し
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

必
須
だ
が
、
同
時
に
企
業
と

ベ
ン
ダ
ー
側
の
フ
ラ
ッ
ト
関

係
も
重
要
だ
。
ベ
ン
ダ
ー
へ

の
過
剰
委
託
や
発
注
企
業
へ

の
遠
慮
な
ど
は
、
し
ば
し
ば

Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向

性
を
揺
る
が
す
障
壁
と
な
る

か
ら
だ
。
同
社
は
ア
ジ
ャ
イ

ル
・
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
定

着
し
て
い
た
こ
と
が
、
Ｍ
Ｖ

Ｐ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
サ
イ
ク
ル

へ
の
順
応
性
の
高
さ
や
、
透

明
性
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
鍵
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

　
Ｂ
ｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｆ
ｅ
社
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功
に
は
、
Ｖ

Ｉ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
の
強
力
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
や
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
で
レ
ガ
シ
ー
シ

ス
テ
ム
や
古
い
組
織
の
確
執

に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
革

新
的
な
人
材
と
技
術
を
一
か

ら
新
し
く
獲
得
で
き
た
こ
と

も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

近
年
、
こ
の
よ
う
に
伝
統
的

な
保
険
会
社
が
新
た
な
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
の
設
立
や
イ
ン

シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
企
業
の
買
収

を
通
じ
て
、
斬
新
な
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
例

が
、
世
界
各
国
で
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
日
本

で
大
手
生
損
保
会
社
の
少
額

短
期
保
険
子
会
社
設
立
ま
た

は
買
収
が
増
え
て
い
る
の

も
、
ま
さ
に
こ
の
例
と
い
え

る
。

　
中
か
ら
丸
ご
と
変
え
る
の

は
困
難
で
も
、
グ
ル
ー
プ
内

の
別
の
組
織
で
新
し
い
価
値

を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
新
興
企

業
が
業
界
の
デ
ジ
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
よ
う
に

な
っ
た
先
に
、
そ
の
新
し
い

カ
ル
チ
ャ
ー
を
元
の
伝
統
的

な
保
険
会
社
に
ど
の
よ
う
に

浸
透
さ
せ
て
い
く
の
か
が
今

後
の
関
心
事
だ
。

革
命
児
Ｂ
ｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｆ
ｅ
社

業
界
最
速
見
積
算
出
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ソ
ラ
ー
ズ  

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ    

ダ
グ
ラ
ス
・
シ
ャ
ム
ウ
ェ
イ 

氏

保
険
業
界
の
デ
ジ
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
～
欧
州
の
事
例
か
ら
～
⑤

　【
ダ
グ
ラ
ス
・
シ
ャ
ム

ウ
ェ
イ
氏
】
ソ
ラ
ー
ズ
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
社
カ

ン
ト
リ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

ジ
ャ
パ
ン
。
金
融
・
保
険

業
界
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
を
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
と
シ
ス
テ
ム

導
入
サ
ポ
ー
ト
の
両
輪
で

支
援
す
る
同
社
の
日
本
支

社
を
統
括
す
る
。
欧
州
全

域
、
米
国
へ
の
事
業
拡
大

に
伴
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市

場
で
の
知
識
と
経
験
を
生

か
す
と
と
も
に
、
日
本
市

場
に
特
化
し
た
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
の
拡
充
を
通
し
て

日
本
事
業
の
成
長
を
目
指

す
。

　
車
両
保
有
者
の
生
年
月
日
と
車
両
ナ
ン
バ
ー
。
そ
の
２
項
目
を
入
力
す
れ
ば
即
座

に
自
動
車
保
険
の
見
積
も
り
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ

ャ
ワ
に
拠
点
を
置
く
Ｂ
ｅ
ｅ
ｓ
ａ
ｆ
ｅ
社
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
駆
使
し
た
究
極
の
Ｃ
Ｘ

（
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
）
を
追
求
す
る
中
で
、
保
険
の
見
積
も
り
取
得

か
ら
加
入
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
・

ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
適
切
な
商
品
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
供

で
き
る
よ
う
、
導
入
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ア
ジ
ャ
イ
ル
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
も
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

Ｃ
Ｅ
Ｅ
（
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｌ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
　
Ｅ
ｕ
ｒ
ｏ
ｐ
ｅ
：
中

東
欧
）
地
域
に
お
け
る
業
界
の
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ

つ
あ
る
同
社
の
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
そ
の
成
功
要
因
を
追
う
。

２
項
目
の
入
力
で
自
動
車
保
険
の
見
積
か
ら
加
入
ま
で


